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北陸支部  主な日程 o● ●●●0● ●●●
3月 13日  支都大会投稿〆切
5月 17日  支部総会&講演会
「空間と構造一私にとつての構造デザイン」

斎藤公男 (日 本建築学会会長 )

7月 26・ 27日  支都大会&講演会 (災害 )



親と子の建築講座のご報告・

金沢工業大学 土田義郎

石川支所では、2007年にはじめて「親と子の都市と

建築講座Jを実施 しました。講座タイ トルは「お城を
つくろう !J。 「城」をテーマとして実際にミニチュア模

型を作成するものです。力の流れ、形の美しさを自分自

身で感じ取りながら石垣と天守閣の模型をつくりあげま

す。これは広く一般の方、特に子どもたちにも建築・都

市に興味を持つてもらい、造形や力学的な面白さを知っ

てもらうための活動と位置づけたものです。

最初は、あらかじめ作 りおいた紙粘上のブロックを

石に見立て、ボンドを使つて石垣をくみ上げるという作

業です。形が微妙に異なるので、 うま

くくみ上げるのに苦労 していました。

次はペーパークラフ トの天守関です。

屋根を組み合わせるところが特に難 し

かつたようです。それぞれ好みの色を

塗って自分 らしさを出していきます。

出来上がったお城は石垣とあわせて高

さが約 20cmです。持ち帰つて部屋に飾

られていることでしょう。
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参加者は小学校 1年生から6年生までの子ども 11名

と、その保護者である大人が 14名 でした。お父さんは

つい夢中になり、子どもよりも一生懸命になつてしまう

姿も見られました。

修± 1年生の学生を中心に学部 3年生も含め学生 9

人が準備にかかわつてくれました。石垣用の粘土ブロッ

クを何百個も作ってくれたり、天守関の型紙を作ってく

れたり、学生の助けがなければこの事業は行えませんで

した。記して謝意を表します。

<実施概要>
日 時 :2007年 11月 18日 (日 )10:00～ 17:00
場 所 :金沢市教育プラザ官樫 131研修室 (1号館 3F)
参力日費 :無料
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親子で協力Э主導権を握っているのはどっ に し

学生によるお城の豆知識講座。 による

建築文化週間 2007のご報告 (富山支所)

個別に指導に当たります。
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路面電車の中で地図

を見ながら探検場所を

探す子どもたち

途中下車を繰り返す子ど

もたちとアルバイ ト学生

「こどもたてもの探偵団J

にみんな集まれ !

富山大学 堀江秀夫

今年で 3回 日となる富山支所の建築文化週間

行事である。三度目の正直どお り、 3回 目にし
てやつと晴天下で行うことができた。

子どもの頃から建物や街並みへの関心を深め

ることを目的に、小学生を対象とした街並み探

検のワークショップである「こどもたてもの探

偵団にみんな集まれ !」 を、去る 2007年 10月 6

日 (■ )に 富山県高岡駅前のウイングウイング
高岡を拠点として行った。

いつもの見慣れている建物をデジカメで切り

取つて持ち帰り、「反対の感じのする一組のたて

ものJを 1対になる言葉Jと ともに発表する内
容で、総勢 7チーム 80人の地元の子どもたちが
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参加した。昨年の参加した子どもが今年も参加してく

れ、 リピーターがでるまで定着した。
子どもたちは「たてもの探し Jの ため、9時 30分

に高岡駅前から郊外に向かう路面電車「万葉線」に乗つ

て元気に出発。各チームには、安全確保と写真撮影補助

のため、学会員と学生アルバイ トが付き添つている。子

どもたちは、「たてものJがありそうな場所を地図で探
して近くの停車場で降 りては、青空の下、高岡の街並

みを観察しながらパチパチ写真に撮り、また路面電車に

乗つて次の探検場所へ移動を繰り返した。

昼にはウイングウイング高岡に再集合し、昼食を取

りながら子どもたちは、学生アルバイ トと協力して持ち

帰つた建物や街並みの写真を整理し、一人ひとりが「反

対の感じのする一組のたてもの」を「対になる言葉」と

ともにまとめたパワーポイントのスライ ド作りを行つ

た。全チームの作業が終わった時点で、チームごとにス

ライ ドをスクリーンに写しながら、一人ひとりが「たて

ものJの説明と感想を発表した。コンピュータや液品プ
ロジェクターを使つた人前での発表に、どの子も緊張と

興奮の一瞬であった。

この発表に対して、そうなんだ !と いう新しい納得

を発見、誰もが気づかなかった独創的な感性でたてもの

を発見、みんなの探検の新しい楽しみかたを発見、まち

の歴史をふと感じさせるたてものを発見、路面電車の新

建築文化週間 2007のご報告 (石
'II支

所)

「金沢 B野々市の建築
―歴史的遺産から最新技術まで…」

金沢工業大学 土田義郎

北陸支部石川支所 としては標記見学会を企画・実施

した。実施 日時は 2007年 10月 21日 (日 )の午前 9時
から午後 4時まで金沢駅前を集合地点として、貸し切り
の大型バスで移動 した。参加者は 17名 (申 し込み 24名 、

欠席 7名 )地元金沢の学生が大半を占めたが、一般の方
で静岡から参加された親子連れもあつた。山崎幹泰氏 (金

沢工業大学准教授)と 土田義郎 (金沢工業大学教授)が
全行程を引率した。

最初に、金沢駅東口に集合したので「もてなしドームJ

を見学し、その特徴について引率の山崎幹泰氏 (金沢工

業大学准教授)が解説した。
バスに乗 り込んで最初に訪問したのは、香山壽夫建

築研究所設計による野々市町役場新庁舎 (竣工 2004午

しい楽しみを発見、まちを楽しく演出しているたてもの

を発見、たてものを見る視線を発見、といつた功績を称

える探偵団賞をチームごとに授与をして午後 4時にワー

クショップを終了した。
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12月 )である。設計コンペの審査を務め、また、役場

内情報交流館の館長も務める竺覚暁氏 (金沢工業大学教

授)の案内で建築内外を見学した。

役場周辺での昼食の後、企沢市民芸術村 (竣工 1996

年 10月 )に向かった。この施設は旧大和紡績工場のコ

ンバージョン事例として、設計に当たつた水野一郎氏 (金

沢工業大学教授)が解説した。
最後に―方問したのは、石川県総合スポーツセンター

(建設中 :2008年 3月 竣工予定)である。建設工事副所

長の新村達也氏 (石川県土木部営鮮課)の案内の元、竣
工前の状況を見学させていただいた。

当初予定通 り、午後 4時には金沢駅に帰着すること

ができた。設計者や専 P電家らによつて普段気がつかない

点を指南していただいたり、日にすることの少ない建設

途中の状況を見せていただいたりしたことで、参加者に

とつて大変刺激になる一日になつたと思う。
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野々市町役場新庁舎の見学 金沢市民芸術村の見学 石川県総合スポーンセンターの見学



新鴻:支所だより . . . . . ● ●
県内大学連合による震災復興支援

新潟工科大学 建築学科 田口太郎
新潟県では昨年 7月 に発生した新潟県中越沖地震の後、

新潟大学、新潟工科大学、長岡造形大学、長岡技術科学

大学の県内の都市計画系を有する大学が連携体制をと

り、被災半月後の 8月 上旬から復興に向けた調査を中心

部の「えんま通り商店街Jにおいて実施し、40名前後の

学生が参加した。その後も復興に向けたイベント「笑福

市Jへのボランティアや、中心商店街である「えんま通
り商店街J独自の復興ビジョンづくりの支援など、地元
大学を中心とした大学連合テームで

の復興支援、学生・教員の参加のも

と進めている。

被災がきっかけとはいえ、県内大

学で都市計画を専攻する学生間の相

互交流が図られた点、震災復興とい

う非常に具体的課題に直而した状況

を経験出来た点など学生にとっては

大きな意味を持った活動であり、被

福 井 支所だより。 . . . . ● ● ●
地方の工務店経営者として、

毎日奮関しています

技建工業株式会社代表取締役社長  上田 祐広
私は地方の小さな建築専業工務店の 4代 目社長です。

4代 目と言つても、 1・ 2代 目社長と 3代 目社長である私

の父とは同世代ですので、世代的に言えば 2代 目だとも

言えますが…。会社の創業のいきさつが仲間内で出資し

合つた会社であつたが故に、このような歴史を辿ってい

ます。そして事業継承としては、 1・ 2代 目社長の息子さ

んは跡を継がず、私は幼少の時から父の後ろ姿を見て、

「将来は父のように会社の社長さんになるんだ。Jという

夢を思い描いていたんだろうと思います。

そんな私が建築を志し、大学卒業後大手ゼネコンに入

社、その後しばらくして帰郷し父の経営する会社に入社

しました。自然の成り行きです。「サラリーマンより経

営者の方が働き甲斐があるだろう。Jと いうのが、その
ころ意識していた動機でした。 (昨今のあまりの業界の

厳しさに、選択を誤ったかなとも時には思ったりするの

ですが…。)目 標の社長に就任したのが、37歳の時。で

きるだけ早めに苦労をしておきたいと思い、先代の勧め

に従って 1999年 の正月から社長になりました。右肩下
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災地においても大きな力になったといえる。

地震をはじめとした自然災害は今後日本各地で発生す

ることが避けられないが、学会をはじめとした全国組織

による支援は被災直後についてはある程度想定される

が、長期的復興プロセスにおいては十分には期待できな

い。今後は、各地で発生する災害の度に、被災地の周辺

大学が連携体制を構築した上で、きめ細やかな支援、持

続的な支援を行うことは重要であり、中越沖地震におけ

る県内大学連携による支援の取り組みを被災地支援の一

つのモデルケースとして示していきたい。

一
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がりの経済状況の下、売上はかろうじて 20億円をキー

プし黒字決算をしていましたが、わずかにしか利益を残

せる力もなく、社員への賞与配布時には必ず苦しい言訳

をしていたのが思い出されます。現在は売上高 40億円

ほどとなり、利益もコンスタントに出せるようになりま

した。エリアを北陛・中京方面にも拡げ、民間非住宅建

築工事を中心に立地開発を取 り入れた営業を展開中で

す。「建築 トータルサービス企業へJを キャッチフレー

ズに頑張つています。

もしウチのような会社が生き残れるとしたら、その

一番の原動力は「経営理念の社員との共有」であろうと

思います。「全社員の物心両面の幸せを追求すると同時

に、建築を通して地域社会の進歩発展に貢献する。」私は、

この経営理念の元に集まった社員が、個のためだけでな

く全体のために働くことが大切だと説き、率先垂範で自

ら実践しようとド真剣に頑張つています。その後ろ姿に

共感し同士となってくれる社員が数多く存在するように

なってくれれば、必ず生き残っていけると思つています。

建築業界の生き残 りにはいろいろな方法があるで

しょう。私は私のスタイルで、建築施工のプロとして誇

りを持って、この厳しい局面を生き抜いて行こうと思っ

ています。

１
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長里予支所だより。 . . 。 . ● ● ●
『集成材はサステナブルな材料』

斎藤本材工業株式会社 北村 俊夫
私どもは、国産材の店松や杉を原料に構造用集成材 (以

降、集成材)を製造しているメーカーです。集成材は、
ラミナと呼ばれる厚みが 30mm程度の板を乾燥 し、接着

剤で積層 したものです。板の状態で乾燥するため材料の

乾燥が 卜分にでき、また、ラミナ 1枚 1枚のヤング係数

を測定し管理することにより、構造的に安定した材料を

製造できます。ラミナを長手方向にジョイントし積層す

ることにより、せいは 2000mm、 長さは 21mま での部籾
‐

が製造できます。よって、材の形状と長さが自由になり、

湾曲籾も製造 {)可能です。

集成材の特性を生かした建物として、

湾曲集成材を用いた 3ヒ ンジ山形ラー

メンが挙げられます。写真 1は断面

180m m× 1,000mm、 高さ 12m、 スパン

25mの フレームを用いた体育館の建

方写真です。この構造により、体育

館のような人空間を作ることができ

ます。また、集成材はその材料の信

頼性により、 ドーム等の大型建築物 写真 1 3ヒ ンジ山形ラ
ーメンの体育館

● ● ● ● ● ● ● 0● 0● 0●

にも採用 されます。写真 2は世界最大級 (長径 178m、 短

径 157m)の秋田杉集成材の ドームです。

私どもは「次の世代に緑の山を伝える |と いう企業理念

のもと、国産材 (特に長野県産材)を利用した製品を提

供しています。有限の資源をめぐる環境問題が深刻にな

る昨今、環境への負荷を減らす循環型社会の一つの答え

として、国産材の有効利用が考えられます。木材はサス

テナブル (持続可能)な材料です。「木を使い、木を植え、

また木を使 うJと いう循環型社会の一助となるため、自

然と共生できる製品と木造建築物を提供 し続けたいと考

えています。

写真 2 樹海 ドーム 大館市
(平成 10年完成 )

富山 支所だより.。 ...● 0●
富山大学造形建築科学コースのめざすところ

富山大学芸術文化学部教授  貴志 雅樹
はじめに

富山県初の建築系コースが、宮山大学芸術文化学部の

中に、造形建築科学コースとして平成 18年度からスター

トして早 2年が過ぎようとしています。芸術文化学部は

一学部一学科制で、造形芸術、デザインエ芸、デザイン

情報、文化マネジメント、造形建築科学の 5つのコース

を持ち、造形建築科学コースは、インテリア・建築系と

金属、高分子等の素材研究による製品科学系に分かれま

す。そこで当郵―スの特徴を、より解 りやすく理解 して

いただくために、以下の 3点にまとめました。

①デザインに重点を置いた実務能力が身につく設計教育

を徹底して行う。

知性と感性の融合というのが、当学部のモント~ですc
211性紀は、専PB領域に偏らず トータルな視野を持つ人

材が求められています。その意味でも従来、工学系だつ

た建築が、専門的にlFlり がちな工学系から芸術文化の領

域にできたことは、望ましい姿だと思います。建築とは、

ti学、芸術の側面はモ〉とより、人情Jの営みすべて、自然

風土、社会、経済や文化歴史と深い

関わりを持つからです。

しかし、高校訪問や進路 .担当の

先生方への説明会においては、芸術

系の建築 と工学系の違いをよく質問

されます。 とくに卒業後、2年で一

級建築上の受験資格があるのか、よ

く質問されまして、その点では工学

部の建築学科と同じ条件と答えてき

ました。

0● 0● 0● 0● ● 0● ● ●

②他ヨースとの融合により、幅広いデザイン教育を行う。

宮山大学芸術文化学部では一学部一学科制の利点をい

かし各コースの特徴ある授業を受講できるという融合教

育を目指しています。メディアアー トなどの先端芸術、

地域に根ざした伝統工芸、地域文化との触れ合い、家具

作りなどリアルな物作りの体験、ビジュアル、プログク

トデザインを通してデザイン能力の向 Lを図る、文化プ

ロデュース、文化施設の運営方法など幅広く学べること

ができます。これらを専門とする建築に生かすことがで

きるということは。

③スタジオ教育 (物作りのリアリテイー)

前建築学会副会長の重村力神戸大学教授を大学でお招

きして、建築教育について講演をして頂いたことがあり

ました。そこで問題になつたのは、パソコン世代の学生

にいかに物作りのリアリティーを持たせるか、実務能力

を身につけるにはどういう夕子女育方法が有効であるか、と

いうことでした。

物作りのリアリティーを持たせるため、建築設計を始

める前に、椅子などのデザインと製作を通して、材料、

強度などデザインと実際の物との関係を、頭ではなく身

イ ン写真 :2年生前翔 空間



体で理解させる必要がある。実務能力を身につける設計

課題においては、欧米で行われているスタジオ教育が有

効であるという結論に達 しました。幸い、当学部には、

工房棟もあるので利用できます。また、当コースでは 20

人の学生という少入数制の教育ができるため、学生を 3

～ 4グループに分けたスタジオ教育が可能です。現実的

な課題を地域社会に求め、問題解決から設計にいたるま

で各スタジオで行つてゆく、建築計画、構造計画、設備

計画等の各授業も、座学だけではなく、スタジオにおい

て、演習課題に即して行っていきたいと考えています。

各科日を講義として受けるだけでは、なかなか学生の

身につきません。実際の設計演習で行つている建築を実

現させるために、必要な知識として吸収できるように、

スタジオ教育に取り込む。施工や積算の科日についても、

石川I支所だより  。 . . . 。 ● ●
月見光路プロジェク ト「広坂オブジェ」

金沢工業大学 環境・建築学部建築学科 下川雄―
金沢市中心市街地活′Шイヒを日指して

〃
あかり
〃
を使っ

たオブジェで街を彩る月見光路プロジェクトのメンバー

によつて、平成 19年 12月 1日 (■ )～平成 20年 1月
25日 (金)にあかりを使つた店舗ディスプレイ・イベン

ト「広坂オブジェJが開催された。
この「広坂オブジェJの取組みは、月見光路プロジェ

クトの 1・ 2年生を中心としたメンバー 23名 が、広坂
商店街の活性化を目的に、店舗のディスプレイ内をあか

りのオブジェによつて彩るという口果題に取り組むもので

ある。

学生は、2つのチーム (1年生チームと2年生チーム)

に分かれ、担当指導教員 (金谷末子教授、川崎寧史准教

授、宮下智終准教授、下川雄一准教授、西村督准教授 )

の指導のもと、「つながり」というテーマをもとにそれ

ぞれがあかりのオブジェの制作に取り組んだ。各チーム

が制作したオブジェは、広坂商店街の事務機・事務用品

の専門店「大気堂J(金沢市広坂 1丁 日)の ご協力を得て、

約 2ヶ 月間、そのショーウィンドウに展示させて頂いた。

前期 (12月 1日 ～ 1月 11日 )には 2年生チームの作
品を展示。「TIES」 (タ イズ)と 名付けられた作品では、
人と人との繁がりやコミュニケーションの大切さを意図

して、アクリル板を幾何学的に貼り合わせた宝石のよう

なミニオブジェが幾重にもつなげられた。スポットライ

トをあびた宝石の側賄iの一部には、街行く人々、学生達

やその家族など、多くの人連の手をつなげた写真が貼ら

れており、チカラを合わせる事、人が交

わることの大切さが伝わってきた。

後期 (1月 13日 ～ 25日 )に は 1年
生チームの作品を展示。「HOPIST
EPIJじ MP IJと 名付けられた作 17.
では、赤 。青・黄に輝くアクリルの箱を

螺旋階段状に吊るし、明るい未来や将

来の希望へとつながる「道 Jを表現 し
た。鮮やかな階段の色の変化は、雪 (白 )

にナ町1ま つた草花が奉になって芽を出し

自分が設計している建築について学習することで身につ

くものだと思います。スタジオ孝女育の例は、マサチュー

セッツエ科大学や人―バー ドなどに見られます。大きな

スタジオの中で、学部の各学年の学生から大掌院生まで

グループに分かれてはいますが、一つの空間の中にいて、

互いにア ドバイスを与え合っています。当建築コースも、

2～ 4年生まで隣り合ったスタジオで、各日、自分のデ

スクを持ち、弩iいに影響の与え得る県境を作り出したい

と考えていますc

以上が、造形建築科学コースのビジョンです。しかし、

当学部の教育だけでは不十分で、インターンシップや講

評会など、地元の実務経験豊富な建築関係の方々のお力

を借りながら現実のプロジェクトに日が向けられるリア

リティーのある学生を育てたいと考えています。

0● ● ● ● ● ● ● ● 0● ● 0●

(緑 )、 だんだんと色づき (黄 )、 花が咲く (紫・ピンク・

赤)イ メージからできている。

今回実践 した「広坂オブジェJの活動では、デザイ
ンのコンセプ ト設定から現場の施工や店舗の方とのスケ

ジュール調整や予算管理に至るまで、 2ヶ 月間のすべて

を学生自らが管理することが求められ、活動していた学

生にとつては苦労が多かったようだ。中でもチーム内で

のデザインを検討するディスカンシヨンの場では、互い

の意見を調整・集約することが難しく、何度となく衝突

していた。

しかし、一つの目的に向かって学生同上が真父1にぶつ

かり合 う場面は学生自らが成長する「
で貴重な経験とな

り、事実、オブジェを店衛「内に設営する段階で見られた

学生のチームワークは、取細み当初とは比べものになら

ないくらい充実していた。制作したオブジェにあかりが

灯されたとき、学生からは歓専の声が上がり、涙ぐむ学

生もいた。

今回の活動を通して学生は、建築系の専門スキルに加

え、作業に対する知識やスケジュール調整、互いの意見

の調整・集約、店舗の方とのコミュニケーションなど、

建築系の技術者にとつて必要な人間力の重要性を理解す

ることができたのではなかろうか。今後はそのスキルに

磨きを加え、次年度以降の月見光路プロジェクト活動に

おいてリーダー的存在として活躍 してくれること、更に

は、その経験を経て大きな人間となって社会へ巣立って

いくことを期待している。

参考 :金沢工業大学・月見光路ホームページ http://

―  kanazawa― it`ac. ,p/pr,/tsukimi/

1年生チームの作品「HOP!
STEP!JUMP!」

イ■皓十■
0■Ⅲ■

,4「

fφ

ヽ

2年生チームの作品 「TIES」



支部のお知らせ 。 ...。 .
【北陸支部大会の論文募集】
〆切 3月 13日 (木)17時必着
2008年 7月 27日 開催の研究発表会で発表する

論文を募集 します。論文、実務者による技術報告、

建築作品の紹介原稿等を受け付けます。会員なら

どなたでも投稿 していただけます。

投稿料 :投稿は一編につき 4000円

実務者による技術報告 2000円

トピンクステ~マ (地震と建築)2000円 )

研究報告集を差し上げます。

詳糸Hは :http://news sv aij.or.jp/hokurikur

sibutaikai/index― sibutatkat htm

【北陸支部総会のご案内】
2008年  5月 17日 (土 )
富山県民会館 304号 室

富山市新総曲輪 4-18
TEL:076-432-3111

14:80～ 通常総会
15:00～ 記念講演会
「空間と構造―私にとつての構造デザイン」

講 師 :斎藤公男
日本建築学会会長

日本大学理工学部教授

17:00～ 懇親会 同館 8階 「キャンスル」

【2008年度北陸支部大会のご案内】
金沢工業大学

7月 28日 (上 )13:30～  (8号館予定)
シンポジウム (災害復興を予定)

北陸建築文化賞の表彰式と表彰作品の発表会

懇親会 (金沢工業大学 23号館 )
7月 27日 (日 )9:00～ 15:00(8号館予定)
研究発表会

学生による語 り合いのシンポジオン

併設行事 :

北陸建築文化賞授賞作品展示

北陸支部大学高専卒業設計作品展示

2007年度支部共通事業設計競技優秀作品展示

【作品選集】
建築学会で発行される作品選集への作品募集は、

5月 〆切予定です。詳細は後 日、支部ホームペー

ジに掲載します。
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【2001年度日本建築学会北陸支部奨励研究】
募集の〆切は、2008年 7月 25日 の予定です。

詳細は後日、支部ホームページに掲載します。

【その他】
□ 北陸支郡会報は、ホームページ (httpフ /ncws―
sv.dij.or,jp/hokun ku/index.him)に 掲載し

ますので、ご覧ください。

□ 学会事務局のファックス番号が 076-
220-3344に 変更されました。

北陸地域の関連行事 。 .。 ..
【武生まちなか、粋なまち暮らしを楽しもう】

平成 20年 3月 8日 (土)13:30～ 17:00
場所 :越前市生涯学習センター 5階講堂

(越前市役所裏 )

参加料 :無料

中込先 :建築士会南越支部事務局

TEL 0778-24-4788
PAX  0 7 7 8-24-47 7 9

都市再生モデル調査として取り組んだ多彩な活

動を報告し、次の活動につなげるための発表会を

行います。街づくりに興味をお持ちの方は、気軽

にお申し込みください。皆様のごが加をお待ちし

ています。

【軽井沢景観国際会議】

2008年 6月 に開催される予定です。詳細は次号

をお楽しみに。
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